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ついて」（https://www.mext.go.jp/content/1410392.pdf 2020.9.15 アクセス） 
図１は文部科学省が毎年発表しているいじめの認知（発生）件数の校種別の推移を表したも
のであるが、1985（昭和 60）年の調査開始以来、いじめの件数は横ばいから増加を繰り返し、
2018（平成 30）年には小学校で約 42 万件、中学校で約９万７千件といずれも過去最高を更新
し、「いじめ」は 40 年近くにわたり、子どもたちの学校生活に大きな影響を与えているといえ
る。 
















































































































































































下田博次（2008）は 2006 年 12 月の段階で群馬県内に 326 の学校裏サイトが確認できたこと，
ある時期から裏サイトに掲載される内容が誹謗中傷や猥談，インターネット風俗業者の広告な
どの有害情報発信のたまり場となっていること，それらを親や教師が放置している現状につい









































































































　【調査対象】近畿圏Ａ自治体に在住する高校 1～3年生 5,053 人
　【調査期間】2013 年，2016 年，2019 年の 5-7 月
　【調査方法】自記式質問紙調査法，ホームルーム時に実施・回収
男性 女性 合計
n ％ n ％ N ％
2013 年 1,418 47.1 1,591 52.9 3,009 100.0
2016 年   385 48.2   414 51.8   799 100.0
2019 年   600 48.2   645 51.8 1,245 100.0







生は 2013 年時点で 75.6％所有していたが，2019 年には 95.4％にまで増加し，スマートフォン
を所有していない高校生を探すことが困難になってきている。それとは対照的に，携帯電話の
所有率は，2013 年には 22.9％であったが，2019 年には 3.6％にまで低下している。総務省が発














n ％ n ％
2013 年 2,298 75.6 697 22.9
2016 年   721 89.9  70  8.7
2019 年 1,190 95.4  45  3.6
表 2　携帯電話所有開始時期の推移
小学校以前 小学校低学年 小学校高学年 中学生 高校生
n ％ n ％ n ％ n ％ n ％
2013 年 17 0.6 163 5.6 465 16.1 987 34.2 1,253 43.4
2016 年  8 1.1  55 7.4 132 17.7 314 42.1   236 31.7












それに対し，2 点目に LINE と youtube の利用率の高さが指摘できる。LINE については
2013 年以降一貫して高水準を維持しており，高校生にとって非常に身近な SNS であることが
予想される。既読機能やスタンプ，グループに対する写真の共有機能など，パソコンを所有せ
ず，スマートフォンのみでデータのやりとりをすることが多い高校生にとって，LINE はその
場で情報を共有しやすい，利便性の高い SNS だと理解されている。それに対し，youtube は
2013 年時点ではそれほどの利用率ではなかったが，近年高校生の利用者が多くなっている。




は 2015 年におけるネットいじめの多くが twitter によるものが多かったため，それを回避す






twitter LINE ニコニコ動画 youtube facebook
n ％ n ％ n ％ n ％ n ％
2013 年 1,254 43.5 2,102 71.0 417 14.8 1,170 39.8 285 10.1
2016 年   380 49.2   637 80.8 104 13.6   402 51.5  20  2.6
2019 年   468 38.6 1,068 86.7  83  6.9   950 77.0  12  1.0
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わかる。表 4はインターネット利用時間の推移を見たものである。
これをみると，2013年では 17.3％であった「ほとんど利用しない」高校生は 2019年では 3.0％



















ほとんど使用せず 30 分未滿 30 分 -1 時間 1-3 時間 3時間以上
n ％ n ％ n ％ n ％ n ％
2013 年 520 17.3 895 29.7 589 19.5 688 22.8 321 10.7
2016 年  76  9.5 132 16.6 191 24.0 237 29.8 160 20.1
2019 年  37  3.0 109  8.8 229 18.5 498 40.3 362 29.3
表 5　家庭内ネットルールの有無の推移
決めている 決めていない
n ％ n ％
2013 年 959 32.6 1,980 67.4
2016 年 284 36.1   502 63.9












A校 2015 A校 2018 B 校 2015 B 校 2018 C 校 2015 C 校 2018
スマホ所有 -.011 　 -.068 　 .066 　 .058 　 -.010 　 -.108 　
ガラケー所有 .089 　 -.068 　 .130 * -.019 　 .028 　 .031 　
twitter 頻度 .049 　 .139 　 -.036 　 .004 　 -.029 　 -.141 　
LINE 頻度 -.030 　 -.015 　 -.040 　 .161 + -.050 　 .117 +
youtube 頻度 .027 　 -.098 　 .027 　 -.056 　 .058 　 -.065 　
ツイキャス頻度 -.047 　 -.040 　 -.018 　 -.045 　 -.086 * .002 　
mixchannel 頻度 -.042 　 .068 　 .017 　 -.175 + .153 *** -.084 　
ネット利用時間 .100 　 -.037 　 .008 　 .131 　 .053 　 -.032 　
ネットルール -.006 　 .066 　 -.088 + -.154 + .040 　 .041 　
ひやかし，悪口 -.110 + -.269 * -.161 ** -.127 　 -.165 *** -.048 　
仲間外れ，無視 -.089 　 .032 　 -.081 　 .082 　 -.105 * -.195 *
叩く，金銭要求 .036 　 .045 　 -.046 　 -.156 + .093 * -.044 　
コメント欲しい -.082 　 .183 + .054 　 -.119 　 .023 　 .020 　
複数 ID所有 -.057 　 -.240 * -.048 　 -.134 　 -.055 　 .040 　
LINE 外しを経験 .049 　 .048 　 .008 　 .127 　 -.080 * .110 　
LINE 既読無視 -.059 　 .036 　 -.004 　 -.080 　 -.011 　 .009 　
ネット投稿 .005 　 -.120 　 .009 　 .278 ** .011 　 .001 　
リアルで会う -.003 　 .017 　 -.096 + .027 　 -.037 　 .038 　
課金ゲーム .000 　 .053 　 -.077 　 -.040 　 .016 　 -.166 *
LINE グループ多 -.072 　 -.087 　 -.073 　 -.092 　 .033 　 -.027 　
中学成績 -.098 + .083 　 -.024 　 .106 　 -.048 　 -.050 　
高校成績 -.052 　 .093 　 -.092 + .050 　 -.035 　 -.128 +
R2 .115 　 .127 　 .155 　 .180 　 .104 　 .156 　
（p＜0.001: ***，p＜0.01: **，p＜0.05: *，p＜0.1: ＋）
（出典） 浅田瞳・原清治「高等学校におけるネットいじめの啓発効果に関する実証的研究」『佛教大学教育学部学会紀要』
第 18 号，2019 年，p. 38
表 7　家庭でのネットルールの種別の推移
料金の上限を設定 利用時間を制限 利用場所を制限 相手を制限 ネット利用マナー
n ％ n ％ n ％ n ％ n ％
2013 年 285 29.7 241 25.1 198 20.6 40 4.2 343 35.8
2016 年  89 31.3 108 38.0  97 34.2 26 9.2 123 43.3
2019 年 193 38.4 209 41.6 129 25.6 42 8.3 194 38.6






















たくさんある 時々ある たまにある あまりない まったくない
n ％ n ％ n ％ n ％ n ％
2013 年 19 0.7 56 2.0 119 4.2 556 19.4 2,114 73.8
2016 年  7 0.9 22 2.8  28 3.6  67  8.5   661 84.2
2019 年  9 0.7 21 1.7  36 2.9  70  5.7 1,090 88.9
表 9　ネットいじめの内訳の推移（ネットいじめの経験「あり」を分母として算出）
メール ブログ 裏サイト 個人情報 画像・動画 LINE twitter
n ％ n ％ n ％ n ％ n ％ n ％ n ％
2013 年 33 17.0 97 50.0 6 3.1 30 15.5 13 6.7
2016 年  3  5.3  5  8.8 0 0.0  0  0.0  3 5.3 10 17.5 5 8.8

































n ％ n ％ n ％ n ％
2013 年 159 69.4 25 10.9 7  3.1 38 16.6
2016 年  18 60.0  7 23.3 3 10.0  2  6.7
2019 年  15 46.9  8 25.0 4 12.5  5 15.6
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例えば，石川結貴（2017）によると，携帯ツールがスマートフォンに移行したことによって
SNS のグループ数が 10 倍以上に膨れ上がり，未読メッセージが積もっていても絶えずやりと
りをしなければならない同調圧力が高くなること，スマートフォンが高校生にとってインフラ
化しているため，友達との関係を維持するために必要不可欠になっていることを論じている（31）。




2013 年時点ですでに高校生のなかでは LINE の利用率が 7割を超え，それは 6年経過して
も高水準を維持している。しかし，youtubeは 6年間で39.8％から77.0％と2倍近い数値になっ
ており，スマートフォンで手軽に動画を視聴できる環境が整ってきたことを示している。一方
で，twitter の利用率はゆるやかに低下しており，高校生の「旬」の SNS とそうではない SNS
の利用率に差が生じ始めていることが予想できる。今回の調査では対象となっていない
















































































（28）例えば子ども向け SNS 見守りアプリ「filii」は 2013 年からサービスを提供している。また，滋賀
県大津市は LINE での相談窓口を 2017 年から開始しており，年々相談者数が増えていることが報
告されている。
（29）原・山内，前掲書，pp. 24-25
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